
今月のトップニュース センター長の「目指せ！市民活動日本一」 その９１  

「竹内農場西洋館ツアー」開催される  
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発行枚数 650枚 メール配信 100団体 

発行人 指定管理者NPO法人茨城県南生活者ネット 龍ケ崎市市民活動センター長 田沼信之 

 
                市民活動状況 

 

  市内ＮＰＯ法人数      ３３ 団体 

  当センター登録団体数   １４６ 団体 

  当センター登録会員数   ６，８７３人 

  ７月月来館者数           １，１４７人 

  ７月印刷機利用枚数  １３，９５６枚 

龍ケ崎市市民活動センターは社会貢献活動を行う団体を支援するための施設です。 

会議スペース・作業スペース・印刷機・紙折り機・パソコン・多目的室等（１階）や 

大会議室・小会議室・パソコン室・和室・工作室（２階）・陶芸室（１階外倉庫隣り）がご利用いただけます。  

開館時間 = 午前９時～午後７時(日曜祝日は午後５時まで)２階各室は夜間も(午後１０時まで)利用可能です。 

休館日  =  月曜日および年末年始、特別に定める日 
            〒301-0004 龍ケ崎市馴馬町2445  TEL 0297-63-0030 / FAX 0297-63-0571 

          E-mail r-suwan@titan.ocn.ne.jp  URL http://r-shimin.sakura.ne.jp/ 

２０２０年９月号 

応援しよう！龍ケ崎発のクラウドファンディング   

平成25年に農林水産祭農産部門で、「天皇杯」を受賞した横田農場で活躍する活動

センター登録団体「田んぼの学校龍ケ崎」の横田祥代表他２名で立ち上げた「AGRI 

BATON PROJECT」の活動がスタートした。  

日本中の子どもたちに絵本を届けて農業を身近に感じてもらうとい

う。農業が子どもたちのあこがれの職業のひとつになることをめざ

して！  

日本の農業のイメージを変えるべく頑張りたいとの龍ケ崎発の壮大

な志。 「農業って楽しい！」を伝えるため、農業の魅力いっぱいの

絵本をつくり、日本中の子どもたちへ贈ろう！と呼びかけています。 

皆さんで応援したいと思います。 

クラウドファンディング検索ワード⇒ 農業の楽しさを感じる冒険へ 

7月25日（土）NPO法人龍ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の会主催で「龍ケ崎竹内農場西洋館ツアー」が行わ

れた。このツアーは冊子「竹内明太郎が残したもの～龍ケ崎の赤レンガ西洋館」発刊の反響によるもので、冊子を読

まれた歴史的建造物のマニアの方々から、ぜひ竹内農場西洋館を見学させて欲しいという要望に応える形で企画さ

れた。東京、埼玉、千葉から９名の方が参加され、それに主催団体から会員7名が加わった。もちろん、新型コロナウ

イルスの感染抑制に充分配慮して実施された。 

参加者の中には建築家の方も居られ、特別に市の許可を得て、 

西洋館の外観はもとより内側から構造をじっくり見ていただいた。 

龍ケ崎にはほかにも見所が多いぞ、ということで、旧若柴宿を見学

しカフェレストラン丘の家では昼食を兼ねた交流会となった。 

昼食後は小雨の中、重要文化財多宝塔、登録文化財旧諸岡邸赤

レンガ門塀、登録文化財旧小野瀬邸を見学し、市内の歴史的建造

物の数々を堪能していただいた。 

午後3時にいったん解散し、ドラゴンロードイベント館にて任意参加

で懇親会を行ったが、ほとんどの方が参加された。それに主催団体

会員の懇親会だけの参加者3名が加わり、龍ケ崎の感想など活発

な意見交換で盛り上がった。 

「竹内農場西洋館は間違いなく、龍ケ崎の観光資源に成り得るであ

ろう」と、主催団体の前田理事長は言う。 



 

龍
ケ
崎
短
歌
会 

  
  

 
 

 

こ
れ
し
き
の
暑
さ
に
負
け
て
な
る
も
の
か
腕
立
て
伏
せ
を
百
回
め
ざ
す 

 
 

 

石
渡 

静
夫 

 

朝
に
飲
む
い
っ
ぱ
い
の
お
茶
よ
今
日
の
日
の
元
気
を
も
ら
い
庭
の
草
を
ひ
く  

糸
賀 

浩
子 

今月のインターネットライブ放送の紹介 

平成２７年度から、市民活動に協力する団体と協力を必要とする団体

との橋渡しを市が行い、市民活動の促進を図ることを目的に「まちづ

くりつなぐネット」事業が始まり、花植えを行う地域住民団体と手伝う

企業ボランティアや中学生など様々な縁結びが行われ、昨年度は１５

回実施されました。 

今回、文化的な活動での協力団体としては初めてNPO法人龍ケ崎の

価値ある建造物を保存する市民の会が登録されました。（７/22） 

NPOの前田理事長は「きっかけは八原町から西洋館を見学したいと

の依頼があったことです。つなぐネットを通してコミュニティ推進課に

協力したいとの思いから登録しました。つなぐネットに登録して事業を

実施すると市のHPにその報告が掲載されるのも大きな魅力です。今

後、歴史的建造物や街並み案内の依頼が増えてくると思いますの

で、私だけでなく、NPOの仲間にも歴史案内ができるようになってもら

いたいと思っています。私たちNPOで歴史まちづくり法（国の制度）に

基づくまちづくりを推奨し、竹内農場西洋館や筑波庵などの市内の歴

史的建造物を大きな枠組みで捉えて保存活用を進めるためにも、市

民の皆様への歴史散歩のお手伝いは大変意義がある事業だと考え

ています。」 

バードカービング カワセミの会の紹介 

（有村秀成 代表） 

２５年前のこと。故郷で偶然にカービング作品に出

合い、その魅力にとりつかれ、専門書を購入、独学

でセキレイの処女作を創作したとのこと。 

さらなる向上心が沸いてきて、師匠と巡り合い、生

業を究めたという達人。道具はホームセンターで揃

うとのこと。年１回開催される東京都美術館へのコ

ンクール出展を目標にして活躍している。 

随時会員募集。「カワセミの会」フェイスブックで活動

内容を公開中。 

 

※ライブ放送は龍ケ崎市市民活動センターHPのトッ

プページで観ることが出来ます。 

「NPO法人龍ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の会」が市のつなぐネット協力団体に登録  

市民ギャラリーの紹介 

竜ケ崎駅前ドラゴンロードのイベント館内に開設されている。ダンボール機関車製作でお馴

染みの龍ケ崎機関車推進協議会 小山代表が運営している。２階は小山代表の創作品が

陳列されたギャラリー。 １階は工房でＤＹＩ教室も開設されている。「ものづくり」を趣味に持

つ方の自慢は何といっても工房。至福の環境が整い毎日を楽しんでいます。 
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